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ページビュー 約1,300万件（月） 
 
統計表ダウンロード数 約5,000万件（年） 

 平成20年度に整備した「政府統計の総合窓口（e-Stat）」により、各府省公表する統
計データを一元的・総合的に提供。 

 基幹統計等主要な統計についてはデータベース化。 

政府統計の総合窓口(e-Stat) 

1 

登録されている統計データ 
・統計表（Excel、CSV等） 
 政府統計約500統計、約110万表 
・統計情報データベース(XML) 
 58統計(基幹統計43統計)、 
 約７万データセット 



統計におけるオープンデータの高度化 
 政府統計の中核的機関である総務省統計局及び（独）統計セン

ターは、大量・多様な統計データの提供方法を次世代化し、デー
タの高度利用を可能とする以下の取組を平成25年度から実施。 
 
オープンデータ推進のトップランナーとして政府の取組を先導 

 ２．統計ＧＩＳ機能の強化 

 １．ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 
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ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 

 平成25年６月から、統計局の統計データによるＡＰＩ機能の試行運用を開始し、 
平成26年10月31日から、e-Statの統計情報データベスに蓄積している全データを対象
に本格運用を開始した。 

 平成28年1月末現在で4,427件の利用登録があり、API機能を利用した統計データの取
得件数は年間約2,000万件。 

統計情報 
データベース 

Ａ
Ｐ
Ｉ
機
能 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 民間企業の 

情報システム 

自治体の 
情報システム 

自動的に 
反映 

自動的に 
反映 

活用例１：利用者の情報シス
テムにe-Statのデータを自動的
に反映 

活用例２：ユーザー保有やイン
ターネット上のデータ等と連動
させた高度な統計データ分析 他の情報・ 

サービス 

政府統計のポータルサイト「e-Stat」に、新たにＡＰＩ機能（Application 
Programming Interface）を付加するとともに、蓄積された統計データを機械判読可能
な形式で提供 

ＡＰＩ機能の概要 
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統計ＧＩＳ機能の強化 

エリア指定（任意） 

指定された 
エリアの統計 

ユーザー保有の
データ 

自社売上高 
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 平成25年10月から、統計ＧＩＳ 機能の試行運用を開始し、平成27年1月20日（火）か
ら本格運用を開始した。 

 平成28年1月末現在で9,463件の利用登録。 

 ユーザー保有データの取り込み分析や任意に指定したエリアにおけるデータが利用可能
になるような機能を提供 

①ユーザーの保有するデータを取り込んで分析する機能の追加 

②任意に指定したエリアにおける統計算出機能の追加       

【活用例】 



オープンデータと統計データの組み合わせ(小地域別６歳未満世帯員のいる世帯数と保育施設) 
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平成22年国勢調査 
小地域集計結果 

5 

駅 

中野区役所ホームページより  



ＡＰＩ機能の仕様（提供機能一覧） 
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No. 提供機能 HTTP 内容 パラメータ 

１ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/getStatsList?<パラメータ群>  ※ 

統計表情報取得 GET 統計表の情報（統計表ID、調査名、統計表名、調査年月等）を提供す
る機能。 

検索キーワード等を指定することで、絞り込みが可能。 

調査年月、公開年月、統計分野、政府統計
コード、検索キーワード、データ種別、調査名
一覧、取得開始位置、取得件数、更新日付 

２ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/getMetaInfo?<パラメータ群>  ※ 

メタ情報取得 GET 統計表（統計表ID）に含まれるメタ情報（表章事項、時間軸、地域事項、
分類事項）を提供する機能。 

統計表ID 

３ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/getStatsData?<パラメータ群>  ※ 

統計データ取得 GET 統計表（統計表ID) に収録されている統計データ（数値データ）を提供
する機能。 

必要に応じて、データセット、メタ情報による絞り込みを行うことができ
る。提供するデータが大量の場合は、分割して提供される。 

データセットID、統計表ID、絞り込み条件、取
得開始位置、取得件数、メタ情報有無、件数
表示 

４ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/postDataset 

データセット登録 POST 統計データの取得時の絞り込み条件を登録する機能。 

統計データ取得時にデータセットの絞り込み条件からさらに絞り込むこ
ともできる。登録したデータセットは他のユーザに公開することもできる。 

データセットID、統計表ID、絞り込み条件、公
開可否、処理モード、データセット概要 

５ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/refDataset?<パラメータ群>  ※ 

データセット参照 GET 登録されているデータセットの情報を参照する機能。 

 

データセットID 

６ http://api.e-stat.go.jp/rest/<バージョン>/app/getDataCatalog?<パラメータ群>  ※ 

データカタログ情報
取得 

GET 政府統計の総合窓口（e-stat）で提供している統計表ファイルおよび
統計データベースの情報を提供する機能。 

調査年月、公開年月、統計分野、政府統計
コード、検索キーワード、データ種別、取得開
始位置、取得件数、更新日付 

※JSON形式及びJSONP形式での提供は、URLの「app/」の後ろに、それぞれ「json/」、「jsonp/」を必要とします。 
（バージョン1.0は「No3：統計データ取得」機能のみJSON形式及びJSONP形式を提供しています。） 



ＡＰＩ機能の活用事例（利用者の事例） 
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日本国内の不動産の価格を予測。国勢調査
のデータを活用（株式会社おたに） 
http://geeo.otani.co/ 
 

国勢調査などの結果を表やグラフでわかり
やすく表示（京都市役所） 
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/o
pendata/jisedai/index.html 
 

http://geeo.otani.co/
http://geeo.otani.co/
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/opendata/jisedai/index.html
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/opendata/jisedai/index.html


統計データの新しい見せ方 
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統計データなどの情報をわかりやすく可視化する（データビジュアリゼーション）ツール
が数多く公開されている。 

グラフ等を作成する数多くのツール(Javascript)が公開されている 

D3.JS 
(http://d3js.org) 



政府統計の総合窓口（e-Stat)とAPI機能の関係 
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統計情報データベースに
登録されている 

政府統計の総合窓口 
http://www.e-stat.go.jp 

API機能で利用できる統計データは、e-Stat上で「DB」表示のあるデータに対応 



政府統計の総合窓口（e-Stat)とAPI機能の関係 
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http://api.e-stat.go.jp/rest/2.0/app/getStatsData?appId=xxxxx 
&statsDataId=0003013276&cdArea=09003,22004&cdCat01=010920070 
&cdTimeFrom=2012000101&cdTimeTo=2013000303 

e-Statで取得した統計データとAPI
で取得した統計データは内容が一致 

APIで取得 



ＡＰＩ機能で利用できる統計 
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政府統計の総合窓口（e-Stat）で提供している以下の統計調査結果を提供。 
（５８統計、約７４千データセット）※2015/1１現在 
※「統計情報データベース」等に登録されている統計データに限る。 

府省庁名 政府統計名 

総務省 

国勢調査 
住宅・土地統計調査 
住民基本台帳人口移動報告 
人口推計 
労働力調査 
就業構造基本調査 
社会生活基本調査 
個人企業経済調査 
科学技術研究調査 
サービス産業動向調査 
サービス業基本調査 
事業所・企業統計調査 
経済センサス－基礎調査 
経済センサス－活動調査 
家計調査 
貯蓄動向調査 
全国消費実態調査 
全国単身世帯収支実態調査 
家計消費状況調査 
小売物価統計調査 
全国物価統計調査 
消費者物価指数 
地域メッシュ統計 
社会・人口統計体系 
（都道府県・市区町村のすがた） 

※  統合等された統計調査については、調査実施・公表時の政府統計名としている。 

府省庁名 政府統計名 
法務省 出入国管理統計  

財務省 法人企業統計調査 
景気予測調査 

国税庁 民間給与実態統計調査 

文部科学省 

学校基本調査 
学校保健統計調査 
学校教員統計調査 
社会教育調査 
地方教育費調査 

厚生労働省 

人口動態調査 
医療施設調査 
患者調査 
国民生活基礎調査 
毎月勤労統計調査 
賃金構造基本統計調査 
薬事工業生産動態統計調査  

農林水産省 

農業経営統計調査 
農林業センサス 
作物統計調査 
海面漁業生産統計調査 
木材統計調査 
牛乳乳製品統計調査 

府省庁名 政府統計名 

経済産業省 

工業統計調査 
商業統計調査 
商業動態統計調査 
特定サービス産業実態調査 
経済産業省企業活動基本調査 
経済産業省生産動態統計調査 
経済産業省特定業種石油等消費動
態統計調査 

資源エネル
ギー庁 

石油製品需給動態統計調査 
ガス事業生産動態統計調査 

国土交通省 
自動車輸送統計調査 
法人土地・建物基本調査 
法人建物調査 

新たに１３の統計調査を
追加予定 



データベース化の作業イメージ 
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 統計表ファイル（EXCEL
ファイルなど）から必要な情
報を整理、分割しデータベー
スへ収録 

 必要に応じて、複数の統計表
ファイルの情報をまとめて登
録 

二次元から多次元へ 



データベース化の作業イメージ 
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地域区分 

世帯数 

金額(円) 

回数 

毎月公表され
るため、複数
のファイルを
統合 

「パン」は、
「食パン」、
「他のパン」
の合計 

表章（集計）事項 

分類事項 

分類事項 

各事項にレベ
ルを設定 

補足情報 
（分類事項と
して定義？） 

統計表は複雑！ 

総務省統計局家計調査（月次） 

時間軸 



統計データの見つけ方 
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キーワードで検索
できるが・・・ 

小地域のデータは
ここから 

統計調査名から探す 調査項目（調査票
サンプル）を参照 



統計データの見つけ方（調査の概要を把握） 

15 

調査を実施している各府省のホーム
ページで調査の概要を把握 



統計データの見つけ方（統計表一覧を表示） 
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統計表名からどのようなデータがあ
るのか予想できるが、詳細はファイ
ルを開かないとわからない 



統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用） 
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API機能を活用したサンプルアプリ 
API機能の開発サンプルページからアクセス可能

（ソースコードはGitHubで公開） 

統計名 
上段は調査年 
下段は公表年 

クリックすると統
計表一覧が表示さ
れる 



統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用） 
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統計表ID 
クリックするとメタ情報

一覧が表示される 



統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用） 
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メタ情報を確認 



統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用） 
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必要な分類で 
絞り込み 

統計データが表示される 



新たなデータ提供への取り組み 
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API機能の提供により、データのダウンロードや加工などをシステムに任せることが
できるようになり、利便性が向上。 
 
しかし、似たようなデータが多数あり、データの定義も不明瞭なため、取得したい
データの検索などは、人の目で事前に確認し、対象データを指定（定義）することが
必要となっている。 

それぞれのデータの定義を明確にするとともに、データ間の関連性を定義することで、
目的のデータを探しやすくなり、自動化がさらに進むのではないか。 

LOD（Linked Open Data)による統計データの提供 

国勢調査等の統計データをＬＯＤで提供する先進的取組として「オープンデータモデル事業」を、
総務省統計局、統計センター、福井県、同県内全市町と連携して平成２７年度に実施。 
（年度内に、e-StatからＬＯＤによるデータ提供を行う予定） 



新たなデータ提供への取り組み（LODとは） 
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他のデータとのリンク 

IMF OECD 

地方公共団体 データカタログ 

「５スターオープンデータ」による公開レベル 統計データのＬＯＤのメリット 

Linked-RDF

RDF

CSV

Excel

PDF

機械判読のしやすさでランク付け

http://5stardata.info/

段階 公開の状態 データ形式

1段階
★

オープンライセンスでデータを公開 PDF、JPG

2段階
★★

コンピュータで処理可能なデータを公開 XLS、DOC

3段階
★★★

オープンに利用できるフォーマットでデータを公開 XML、CSV

4段階
★★★★

Web標準（RDF等）のフォーマットでデータを公開 RDF

5段階
★★★★★

他へのリンクを入れたデータ（LOD）を公開 Linked-RDF

編集不可

機械判読
可能

編集可

※1 RDF(Resource Description Framework )：W3C(WWW (ウェブ)で利用される技術の標準化をすすめる国際的な標準化団体)により勧告（1999/02）されてい
るウェブ上での言語やデータ構造・記述方法等に関する標準仕様。  
※2 SPARQL： W3Cにより勧告（2008/01）されているRDFを検索するための言語。 

データをインターネット上で一意となる形式（URI)で定義し、
関連性をリンクで表現 

アプリケーションの標準化 
 データの標準化 

(国際標準(RDF※1)を利用) 
アクセス方法の標準化 
(国際標準(SPARQL※2)を利用) 

Linking Open Data cloud diagram 2014, by Max Schmachtenberg, Christian Bizer, Anja Jentzsch and Richard 
Cyganiak. http://lod-cloud.net/ CC BY-SA 

http://lod-cloud.net/


新たなデータ提供への取り組み（LODの事例） 
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平成２５年から試行運用を開始した 
「次世代統計利用システム」において、 
都道府県・市区町村コード情報を提供。 
１９７０年からの廃置分合情報も含まれる。 

(独）統計センター 

RDF等の仕様：
http://statdb.nstac.go.jp/system-
info/api/api-spec/ 
SPARQLエンドポイント：
http://statdb.nstac.go.jp/lod/sparql 

 

イタリア国家統計局（ISTAT) 

2011年の国勢調査のデータを８つのデー
タセットに分けて提供。 
メタデータ等はイタリア語。 

ISTATのLODページ： 
http://datiopen.istat.it 
SPARQLエンドポイント：
http://datiopen.istat.it/sparqlIstat.php 

http://statdb.nstac.go.jp/system-info/api/api-spec/
http://statdb.nstac.go.jp/system-info/api/api-spec/
http://statdb.nstac.go.jp/lod/sparql
http://datiopen.istat.it/
http://datiopen.istat.it/sparqlIstat.php


新たなデータ提供への取り組み（統計LOD） 
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RDF Data Cube Vocabularyは、統計データとメタデータの交換規約である
SDMX(Statistical Data and Metadata eXchange)をベースとしており、 
統計データを以下の要素で表現している。 
 
・Dataset:同じ種類のデータのまとまり 
・Dimension:次元(地域、性別、職業分類など) 
・Measure:観測値（1つのデータに含まれる値の定義 
・Observation:1つのデータ(セルに該当)  

RDF Data Cube Vocabulary(W3C勧告）をベースに作成 

イメージ 

１データ単位に、複数の
次元（分類）や観測値
（人口など）などの情報
を定義する。 


	統計データの見つけ方�ーAPI機能の活用ー
	政府統計の総合窓口(e-Stat)
	統計におけるオープンデータの高度化
	ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築
	統計ＧＩＳ機能の強化
	オープンデータと統計データの組み合わせ(小地域別６歳未満世帯員のいる世帯数と保育施設)
	ＡＰＩ機能の仕様（提供機能一覧）
	ＡＰＩ機能の活用事例（利用者の事例）
	統計データの新しい見せ方
	政府統計の総合窓口（e-Stat)とAPI機能の関係
	政府統計の総合窓口（e-Stat)とAPI機能の関係
	ＡＰＩ機能で利用できる統計
	データベース化の作業イメージ
	データベース化の作業イメージ
	統計データの見つけ方
	統計データの見つけ方（調査の概要を把握）
	統計データの見つけ方（統計表一覧を表示）
	統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用）
	統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用）
	統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用）
	統計データの見つけ方（API機能を活用したアプリを利用）
	新たなデータ提供への取り組み
	新たなデータ提供への取り組み（LODとは）
	新たなデータ提供への取り組み（LODの事例）
	新たなデータ提供への取り組み（統計LOD）

